
学校番号 １１７ 

平成 31 年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「音楽Ⅱ 改訂版 Tutti」 （教育出版） 

副教材等 The Basics of Music （教育芸術社）、ギターテキスト（自主教材） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

●「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」の３つの分野を年間通して学習します。 

● 学習の到達度は、実技テストやワークシートで評価します。 

● 音楽の学習は、何よりもまず「進んで取り組もう」という姿勢を持つことが大切です。熱心に取

り組み、練習を重ねた演奏は、上手・下手を超えたところで聞く人の心を打ちます。「心に届く

演奏」が出来たとき、演奏者の心にも深い充実感が生まれます。この充実感は、合唱や合奏で美

しいハーモニーを体感できたときにも訪れます。「音楽をする喜び」とはこの充実感を感じるこ

とに他なりません。多くの皆さんにこの充実感を味わってほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

幅広い音楽活動を通して音楽を愛好する心情を育むとともに、古今の名曲に触れる機会を多く作り、

音楽文化についての理解を深める。 

音楽的な感性を高めるとともに、合唱、器楽アンサンブルなどを通して互いの存在を意識しながら表

現をしていく能力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への    

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、歌唱、器楽、創作

の音楽表現を工夫し、

どのように歌うか、演

奏するか、音楽をつく

るかについての表現

意図をもっている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身につ

け、創造的に表してい

る。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、楽曲や演奏を解釈

したり、それらの価値

を考えたりして、音楽

に対する理解を深め、

よさや美しさを創造

的に味わって聴いて

いる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

二
部
合
唱
の
歌
を
歌
お
う 

【歌唱】 

瑠璃色の地球（二部合唱） 

島唄（二部合唱） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:二部合唱のハーモニーの美し

さに関心を持ち、男声・女声の

声の特質の違いによる演奏効果

を生かして歌うことに主体的に

取り組もうとしている。 

b:メロディ、リズム、ハーモニ

ー、強弱などを知覚し、その曲

の持つ世界観をどのように表現

するか、工夫している。 

c:それぞれの曲にふさわしいイ

メージを持って音楽表現をする

ために、必要な声の技術を身に

つけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
を
弾
こ
う 

【器楽】 

ハ長調のスリーコード 

「チョプスティック」 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:ギター演奏の新たな技術に関

心を持ち、その習得と発展に主

体的に取り組もうとしている。 

c:C,G7,F（簡略形）のコードが

弾けるようになり、メロディ、

コードによる伴奏の両方が弾け

るようになる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

【鑑賞】 

無伴奏チェロ組曲第一番 ト

短調 

弦楽四重奏曲第 67 番 

歌曲集「冬の旅」より 

 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:各時代における音楽の特徴と

その時代の歴史的な背景に関心

を持ち、鑑賞することに主体的

に取り組んでいる。 

d:その時代の文化的・歴史的な

背景に思いをはせつつ、楽器の

音色や声の持つ魅力を味わいな

がら聴いている。 

観察 

ワークシート 

 

二
学
期 

歌
曲
の
世
界 

【歌唱】 

Ich liebe dich（原語） 

落葉松 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:歌詞の内容・曲想の関わりに

関心を持ち、それらを生かして

歌うことに主体的に取り組んで

いる。 

b:強弱、リズム、メロディの持

つ特徴をつかみ、歌詞の内容を

理解してどのように表現するか

考えてながら歌っている。 

c:ドイツ語、日本語それぞれの

曲にふさわしい発音、声の出し

方で歌うことが出来ている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



     

三
学
期 

   

ギ
タ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

Stand by me 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:今まで学んできたギターの奏

法に関心を持ち、個人の技術の

向上に励むとともに、グループ

学習を通じて一つの音楽を作り

上げることに主体的に取り組ん

でいる。 

b:メロディ、コード、ベースラ

インの３部に分かれて構成され

ている楽曲の仕組みを理解し、

どのように演奏するかについて

表現意図を持って練習してい

る。 

c:グループの一員として、アン

サンブルとして完成させること

が出来る技術を身につけてい

る。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

日
本
の
伝
統
音
楽
を
聞
こ
う 

【鑑賞】 

雅楽「越天楽」 

箏曲「六段の調べ」   

 

 

 

○ 

   

 

 

○ 

a:我が国の伝統音楽に関心を持

ち、鑑賞の学習に主体的に取り

組もうとしている。 

d:音楽を形作っている要素を知

覚し、西洋音楽との違いを感受

しながら、伝統音楽に対する理

解を深め、そのよさや美しさを

味わって聴いている。 

観察 

ワークシート 

 

三
学
期 

 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

「きみを乗せて」（混声四部合

唱） 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:曲想と歌詞の関わりに関心を

持ち、四部合唱に主体的に取り

組んでいる。 

b:メロディ、ハーモニーとリズ

ムの関わり合いを知り、それぞ

れのパートの役割を理解しなが

ら全体をまとめるにはどのよう

に歌うかについて、明確な表現

意図を持っている。 

c:混声四部合唱として作られた

楽曲の世界観を表現するために

必要な歌唱の技能を身につけ、

クラス全員が協力し合って表現

している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

海の見える町 

（リコーダーとギター） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:リコーダーとギターの音色の

融合に関心を持ち、それらを生

かしたアンサンブルをする学習

に主体的に取り組んでいる。 

b：音楽を形作っている要素を知

り、それらの働きが生み出す雰

囲気を感じながら、自分たちな 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



 

     りの表現を目指している。 

c：今までに学んだ技法を生か

し、創造的に表現している。 

 

舞
台
芸
術
の
世
界 

【鑑賞】 

ミュージカル「キャッツ」 

（DVD 鑑賞） 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:ミュージカルの特徴を理解

し、その文化的・歴史的背景や

作曲家に関心を持ち、鑑賞する

ことに主体的に取り組もうとし

ている。 

d:「キャッツ」という作品の特

徴を理解し、その雰囲気を感じ

取りながら、作品全体に対する

理解を深めながら主体的に鑑賞

している。 

 

観察 

ワークシート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 


